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図 1 2015年 12月 1日から 2016年 1月 31日ま
でにおける日々の SV NAM と PNA，NAO 指標． 
2016年 1月の日本の大寒波に伴う 
北極振動の急激な極性反転と北極海氷の減少 
坂 泰志（三重大院生物資源）・ 立花 義裕（三重大院生物資源） 
山崎 孝治（北大/三重大院生物資源）・ 西井和晃（三重大院生物資源） 























究で使用した指標は，Ogi et al. （2004）で提
唱された北極振動（ SV NAM， Seasonal 





















（Kobayashi et al. 2015），NOAA 1/4°OISST 
V2データ（Reynolds et al. 2002）である．本解
析における気候値は 1980 年から 2015 年まで
のものを使用し，12月 1日から 12月 5日まで
の 5 日平均場において気候値偏差を求めた．































































上向き伝播が見られる（図 4f）．次の 12月 21


















デルは LBM（Linear Baroclinic Model）である
（Watanabe et al. 2002）．分解能は T42L20と





























 2015年 12月から 2016年 1月に引き起こっ
た北極振動の極性反転が引き起こる力学メカ
ニズムの考察を行った．極性反転が引き起こ
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図 4 （b）2016年 12月 16日-20日平均場における 1000hPa面の気温偏差（色，℃）と風偏差（ベクトル，ms-
1）を示した．（c）（b）と同じだが 2016年 12月 21日-25日平均場のものを示した．（d） 2016年 12月 16日-
20日平均場における熱フラックス偏差（色，Wm-2，上向きを正とした）と海氷密接度偏差（線，0.1間隔）を
示した．（e）（d ）と同じだが 2016年 12月 21日-25日平均場のものを示した．（f） 2016年 12月 16日-20日
平均場での 50N-80Nにおいて緯度平均を行った経度鉛直断面図を示した．高度偏差（色，m）と Takaya and 
Nakamura 2001より算出した波の活動度フラックス（矢印，m2s-2）．（g）（f）と同じだが 2016年 12月 21日-





（f） （g） （h） 
図 5（a）LBM実験で与える熱源（横軸，0.5間隔，K/day）（b）LBM実験で与える熱源領域を示した．
（c）LBM実験より計算された BKS熱源応答による 500hPa面における高度偏差（線，m） 
（c） （b） （a） 
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